
Ⅱ 計量・解析

１ 土地利用面積

「区部全域の面積は約 」

本報告書では、土地利用比率の項目以降、多くの解

析項目を土地利用分類別構成比で示している。そこで、

構成比の母数となる土地利用分類ごとの面積を区部及

び区別にグラフ及び表により示す。

なお、区部、区別の面積は、平成 年作成の 地

形図に基づき、「都市計画地理情報システム」を用いて

計量･解析を行って求めたもので、これらの数値は一般

に使用されている行政面積等とは必ずしも一致しない。

区部

区部全域の面積は、約 であり、平成 年か

ら平成 年までの間の区部全域の土地利用面積の変

化を見ると、増加傾向にあるものは、宅地、公園等、道

路等である。

一方、減少傾向にあるものは、その他、未利用地等、

農用地、水面・河川・水路、森林、原野である。

区別

各区の行政面積は、おおむね環６内側で狭く、周辺

では広くなっている。面積が最も大きいのは大田で、次

いで世田谷、足立の順である。逆に台東、荒川、中央

の順に狭く、最も広い大田は、台東の約６倍である。

拠点別

都心の面積は、約 であり、区部全域の約 ％

である。また、７副都心の面積を合計すると、約

で、区部全域の約 ％である。

エリア別

山手線内側、環６内側、環７内側の各エリア面積の区

部全域に占める割合は、それぞれ約 ％、約 ％、

約 ％である。
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平成 23 年土地利用面積（拠点・エリア別）（表－２） 
単位

平成 23 年土地利用面積（区部・区別）（表－１） 
単位
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項　目

地　域 合  計 宅　地 その他
（屋  外
利用地）

公園等 未利用地等 道路等 （道路） 農用地
水面・河
川・水路

森 林 原 野

区 部 （ ） 2 396 9 8 9 2 9

区 部 （ ）

千 代 田

中 央

港 0 1 6 8 3 9

新 宿

文 京

台 東 2 6 4

墨 田

江 東

品 川

目 黒

大 田

世 田 谷

渋 谷

中 野

杉 並

豊 島

北

荒 川

板 橋

練 馬

足 立

葛 飾

江 戸 川

中 央 防 波堤

項　目

地　域 合  計 宅　地 その他
（屋  外
利用地）

公園等 未利用地等 道路等 （道路） 農用地
水面・河
川・水路

森 林 原 野

都 心

新 宿

渋 谷

池 袋

大 崎

上 野 ・ 浅 草

錦糸町・亀戸

臨 海

山 手線 内側 7 4 1 8 7 7 71 9

環 ６ 内 側 2 9 1 5 8 4 7 1

環 ７ 内 側 49 4 5 4 8 9 6 0

＊



２ 土地利用比率

「宅地が過半、道路等が約 ％、

宅地比率は増加、未利用地比率は減少」

土地利用分類ごとの全土地利用面積に対する構成比

を示す。

区部

宅地が ％と過半を占め、道路等 ％（うち道路

％）が次に続く。

平成 年と比較すると、宅地が ポイント増加し、未

利用地等が ポイント減少している。

区別

各区とも、宅地の構成比が高く、港、新宿、文京、目

黒、世田谷、渋谷、中野、杉並、豊島、板橋、練馬では、

各区面積の ％以上を占めている。

また、道路等が ％を超えるのは、千代田、中央、港、

新宿、台東、墨田、江東、品川、大田、渋谷、豊島、北、

荒川、板橋、足立、葛飾、江戸川である。

公園等は、江東の ％が最も高く、台東、北、江戸

川がこれに続く。

農用地は、練馬の ％が最も高く、世田谷の ％が

これに続く。
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「都心の宅地比率は減少傾向

道路等は全ての拠点で区部平均を上回る」

拠点別

宅地が区部平均 ％を上回るのは、新宿、渋谷、

上野･浅草である。都心、上野・浅草以外は、いずれも

宅地の割合が増加している。道路等は、池袋の ％

を筆頭に、いずれも区部平均を上回っている。

エリア別

宅地は、山手線内側が ％と高く、環６内側、環７

内側では、区部平均をわずかに上回る程度である。
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山手線内側

環６内側

環７内側

山手線内側
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平成 18 年土地利用比率（エリア別） 平成 23 年土地利用比率（エリア別） 



３ 宅地利用比率

「住宅用地比率は増加、

工業用地比率は減少」

土地利用のうち、宅地のみを対象とし、建物用途別に

宅地を５分類して、その構成比を示す。

区部

住宅用地が ％と ポイント増加し、商業用地が

ポイント、工業用地が ポイントそれぞれ減少して

いる。

区別

公共用地は、千代田区が群を抜いて高く、文京、港が

これに続く。

商業用地は、千代田、中央、港、台東、渋谷が高い。

住宅用地は、杉並が最も高く、これに続き、中野、練

馬、世田谷、目黒の区部西部で高い。

工業用地は、江東が最も高く、大田、墨田と続く。
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「都心、副都心の商業用地比率は新宿、渋谷、大

崎を除き減少」

拠点別

公共用地は、都心が ％と最も高く、続く臨海地区

が平成 年度と比較すると大きく増加している。

商業用地は、渋谷が最も高く ％と ％を超えて

おり、最も低いのは、錦糸町・亀戸の ％である。

住宅用地は、錦糸町・亀戸の ％が最も高く、都心

が ％と最も低い。

工業用地は、臨海地区が ％と最も高いものの、

平成 年度と比較すると大きく減少している。

（エリア別）

公共用地は、山手線内が ％と最も高く、環６内側、

環７内側も区部平均を上回っている。

商業用地は、全てのエリアにおいて減少の傾向にあ

る。

住宅用地は、環７内側の ％が最も高いが、 エリ

アとも区部平均を下回っている。

工業用地は、環６内側が高く、環７内側とともに区部

平均を上回っているが、減少の傾向にある。
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４ 建物用地利用比率

「集合住宅用地比率、

専用商業施設用地比率が増加」

宅地を建物用途別に 分類し、その構成を示す。

区部

独立住宅用地が ％を占め、以下集合住宅用地

％、教育文化施設用地が ％と続いている。

集合住宅用地が増加の傾向にあり、住商併用施設用

地、専用工場用地が減少の傾向にある。独立住宅用地

と集合住宅用地を合計すると、区部全体の約 ％を占

める。

区別

事務所建築物用地は、中央が ％と最も高く、次い

で、千代田、港と続き、 ％以上となっている。

独立住宅用地は、杉並と練馬、世田谷が ％以上で

あるほか、足立、葛飾、江戸川、中野、目黒で区部平均

を上回っている。逆に、千代田、中央、港、江東では、

区部平均を大きく下回っている。

集合住宅用地は、中野区が ％と最も高く、新宿、

品川、目黒、世田谷、杉並、豊島、北、板橋が区部平

均を上回っている。

専用工場用地は、北が ％と最も高く、墨田、江東、

大田、板橋、江戸川が ％を超えている。

住居併用工場用地は、墨田が ％と最も高く、これ

に荒川 、台東 ％が続く。

倉庫･運輸関係施設用地は、江東が ％と高く、

次いで、大田、品川と続く。
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「新宿、渋谷、大崎、臨海地区で

事務所建築物比率が増加」

拠点別

官公庁施設用地の割合は、都心で高く、 ％を

占めている。教育文化施設用地は、上野･浅草が

と高い。事務所建築物用地は、都心が ％と最も高く、

次いで、大崎の ％となっている。専用商業施設用

地は、臨海地区が ％と最も高く池袋、渋谷と続く。

住商併用施設用地は、上野･浅草が ％と最も高く、

次いで、渋谷、錦糸町・亀戸の順である。集合住宅用

地は、錦糸町・亀戸と大崎が ％を超えている。事務所

建築物用地と専業商業施設用地の合計で見ると、平成

年と比べて都心、池袋、上野・浅草、錦糸町・亀戸、

臨海地区は減少し、大崎の増加が大きく、新宿、渋谷

は増加している。

（エリア別）

事務所建築物用地は、山手線内側が ％と最も

高く、環６内側、環７内側でも区部平均を上回る。

専用商業施設用地は、３エリア全てで区部平均を上

回る。

独立住宅用地、集合住宅用地は、３エリア全てで区

部平均を下回る。
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５ 建物棟数

「区部全域の建物棟数は約 万棟で増加傾向」

平成 年 地形図をベースに、建物ポリゴンの数を

カウントして、棟数（ポリゴン数）として示す。

ただし、前回（平成 年）調査と今回調査に使用した

地形図は、基本的に異なるため、単純に棟数（ポリゴン

数）を比較できない側面もある。

区部

区部全域の建物棟数は約 万棟で、平成 年と比

べて増加している。

区別

区別に見ると、世田谷、練馬、足立、大田、江戸川、

杉並、葛飾で 万棟を超えている。

また、千代田、中央が２万棟以下となっている。

14

上段　：　平成18年

下段　：　平成23年

千代田

中央

港

新宿

文京

台東

墨田

江東

品川

目黒

大田

世田谷

渋谷

中野

杉並

豊島

北

荒川

板橋

練馬

足立

葛飾

江戸川

建物棟数（区別）
(1 目盛：200,000 棟 )

800
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建物棟数（区部）
(1 目盛：200,000 棟 )

38,963

60,755



「環６内側の建物棟数は区部全域の約 ％、

環７内側の建物棟数は区部全域の約 ％」

拠点別

平成 年の都心、副都心の建物棟数は約３万１千棟

であり、これは、区部全域の建物棟数の約２％である。

臨海地区を除く全ての拠点において、平成 年から

減少傾向にある。

エリア別

それぞれのエリアの建物棟数の区部全域に占める

割合は、山手線内側が約８％、環６内側が約 ％、環７

内側が約 ％である。

全てのエリアにおいて、平成 年からわずかに減少

傾向にある。
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上段　：　平成18年

下段　：　平成23年

平成18年

平成23年 5  24  7 110 5  00 

合  計公共施設 商業施設 住　宅 工業施設 農業施設

用途別建物棟数（区部）（表－３）

7

53

8 23

山手線内側

環状６号線内側

環状７号線内側

建物棟数（エリア別）
(1 目盛：100,000 棟 )

6

都心

新宿

渋谷

池袋

大崎

上野・浅草

錦糸町・亀戸

臨海地区

建物棟数（拠点別）
(1 目盛：2,500 棟 )



６ 建物棟数密度

「宅地１ｈａ当たり 棟で

平成 年と比べわずかに減少」

建物棟数密度をグロス 建物棟数を土地利用面積で

除した値 及びネット 建物棟数を宅地面積で除した値

で示す。

区部

ネットについてみると、 棟／ であり、平成 年と

比較して ポイント減少しているが、グロスについてみ

ると、 ポイント増加している。

区別

－グロス－

中野が 棟 であり、豊島、荒川、台東がこれに

続く。一方、千代田、江東、港、中央が低く、 棟 を

下回っている。

－ネット－

台東が 棟 と最も高く、次いで、荒川、墨田が

これに続く。千代田は、 棟 と唯一 棟 を

下回っている。
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上段　：　グロス

下段　：　ネット

平成 年

平成 年

棟/ha 

建物棟数密度（区部）

9
7

千代田

中央

港

新宿

文京

台東

墨田

江東

品川

目黒

大田

世田谷

渋谷

中野

杉並

豊島

北

荒川

板橋

練馬

足立

葛飾

江戸川

棟/ha 
平成 23 年建物棟数密度（区別）



「棟数密度は拠点別、エリア別ともに減少傾向」

拠点別

－グロス－

上野･浅草が 棟 と最も密度が高く、唯一区部

平均を上回る。

臨海地区を除く全ての拠点において、平成 年に比

べ減少の傾向にある。

－ネット－

上野･浅草が 棟 と最も高く、次いで、錦糸町･

亀戸が 棟 と区部平均を上回る。他は区部平均

を下回る。

臨海地区を除く全ての拠点において、平成 年に比

べ減少の傾向にある。

エリア別

－グロス－

山手線内側と環６内側で、それぞれ 棟 、

棟 と区部平均を下回る。

平成 年に比べ全てのエリアで減少の傾向にある。

－ネット－

山手線内側と環６内側、環 内側で、それぞれ 棟

、 棟 、 棟 と区部平均を下回る。

平成 年に比べ全てのエリアで減少の傾向にある。
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上段　：　グロス

下段　：　ネット

都心

新宿

渋谷

池袋

大崎

上野・浅草

錦糸町・亀戸

臨海地区

棟/ha 

8

0

都心

新宿

渋谷

池袋

大崎

上野・浅草

錦糸町・亀戸

臨海地区

棟/ha 

平成 18 年建物棟数密度（拠点別） 平成 23 年建物棟数密度（拠点別）

山手線内側

環６内側

環７内側

棟/ha 

山手線内側

環６内側

環７内側

棟/ha 

平成 18 年建物棟数密度（エリア別） 平成 23 年建物棟数密度（エリア別）



７ 平均敷地面積

「建物の平均敷地面積は増加傾向」

宅地面積を建物棟数で除して平均敷地面積を示す。

区部

区部における平均敷地面積は ㎡となり、平成

年と比較するとわずかに増加傾向にある。

区別

千代田は ㎡で特に広く、港、江東では ㎡を

超えている。最も狭いのは、台東の ㎡で、荒川の

㎡、墨田の ㎡と続く。

平成 年と比べると、千代田、中央、港、江東で ㎡

を超える増加となっている。

一方、減少傾向にあるのは、世田谷、杉並、北、板橋、

練馬、足立、葛飾、江戸川である。
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上段　：　平成18年

下段　：　平成23年

平成 年

平成 年

m²

平均敷地面積（区部）

千代田

中央

港

新宿

文京

台東

墨田

江東

品川

目黒

大田

世田谷

渋谷

中野

杉並

豊島

北

荒川

板橋

練馬

足立

葛飾

江戸川

m²

平均敷地面積（区別）

456.7

142.8

223.9



「平均敷地面積は拠点別、エリア別ともに

増加傾向」

拠点別

臨海地区が ㎡と飛び抜けて広く、次いで都心

が ㎡と広く、大崎、新宿、渋谷、池袋が続き、区部

平均を上回っている。最も狭いのは、上野･浅草の

㎡である。

全ての拠点において、平成 年に比べ増加の傾向

にある。

エリア別

全てのエリアにおいて、区部平均を上回っており、平

成 年に比べ増加の傾向にある。

19

上段　：　平成18年

下段　：　平成23年

7 3

都心

新宿

渋谷

池袋

大崎

上野・浅草

錦糸町・亀戸

臨海地区

m²

平均敷地面積（拠点別）

7
山手線内側

環６内側

環７内側

m²

平均敷地面積（エリア別）



８ 建ぺい率

「独立住宅、集合住宅の建築面積は、

敷地の約半分」

建ぺい率をグロス（土地利用面積に対する建築面積

の割合）及びネット 宅地面積に対する建築面積の

割合 で示す。

区部

区部の全建物を対象にした建ぺい率はグロスで

％、ネットで ％であり、建築面積は敷地の 割

強となる。平成 年と比較するとグロスは ポイント、ネ

ットは ポイント減少している。

建物用途別にネットの建ぺい率を見ると、事務所建築

物、専用商業施設、住商併用施設、宿泊・遊興施設、

独立住宅、集合住宅、専用工場、住居併用工場が５割

を超えている。

官公庁施設、教育文化施設、供給処理施設などの

公共施設の建ぺい率は特に低い。

20

平成18年

平成23年

平成18年

平成23年

上段：グロス

下段：ネット

上段：ネット平成18年

下段：ネット平成23年

平成 年

平成 年

平成 年

平成 年

グロス

ネット

％ 

建ぺい率（区部）

官公庁施設

教育文化施設

厚生医療施設

供給処理施設

事務所建築物

専用商業施設

住商併用施設

宿泊・遊興施設

スポーツ・興行施設

独立住宅

集合住宅

専用工場

住居併用工場

倉庫運輸関係施設

農林漁業施設

％ 

建ぺい率（建物用途別）ネット



区別

－グロス－

豊島が ％と高く、中野、文京、新宿がこれに続く。

％以上の区は 区あり、半数以上になる。

また、江東が ％と最も低い。

－ネット－

中央、台東、墨田が ％以上と極めて高く、新宿、

文京、品川、目黒、渋谷、中野、杉並、豊島、北、荒

川、板橋、葛飾、江戸川を合わせて 区が ％を超

えている。

最も低いのは、江東の ％である。
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上段：グロス

下段：ネット

2

千代田

中央

港

新宿

文京

台東

墨田

江東

品川

目黒

大田

世田谷

渋谷

中野

杉並

豊島

北

荒川

板橋

練馬

足立

葛飾

江戸川

％ 

平成23年建ぺい率（区別）



「平成 年と比べ建ぺい率は

ネットで全ての拠点、エリアで減少」

拠点別

－グロス－

％の臨海地区を除く全ての拠点で ％を超え、

区部平均を上回る。最も高いのは上野･浅草の ％

で、次いで渋谷、池袋、新宿、錦糸町・亀戸、都心、大

崎の順である。

平成 年に比べて池袋、錦糸町・亀戸、臨海地区で

増加し、他の拠点では減少している。

－ネット－

臨海地区を除く全ての拠点で ％を超えており、池

袋、上野･浅草が ％を超え、特に高い。

平成 年と比べると、錦糸町・亀戸、臨海地区を除く

全ての拠点で減少している。

エリア別

－グロス－

３エリアとも ％以上と、区部平均と比較して、山手

線内側は ポイント、環６内側で ポイント、環７内側

で ポイント高い。

－ネット－

グロス同様、３エリアとも ％以上と、区部平均を

上回っている。

平成 年に比べて、３エリアとも減少している。
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上段：グロス

下段：ネット

都心

新宿

渋谷

池袋

大崎

上野・浅草

錦糸町・亀戸

臨海地区

％ 

3

都心

新宿

渋谷

池袋

大崎

上野・浅草

錦糸町・亀戸

臨海地区

％ 

平成 18 年建ぺい率（拠点別） 平成 23 年建ぺい率（拠点別）

山手線内側

環６内側

環７内側

％ 

3

山手線内側

環６内側

環７内側

％ 

平成 18 年建ぺい率（エリア別） 平成 23 年建ぺい率（エリア別）



９ 容積率

「現在使われている容積率は、ネットで約 ％」

容積率をグロス 土地利用面積に対する建物の延べ

面積の割合 及びネット 宅地面積に対する建物の延べ

面積の割合 で示す。

容積率の算定に用いる延べ面積の集計に、階による

床面積の違いを集計に反映させるための補正係数（

～ ）を用いている。（ ３参照）

区部

区部の全建物平均の容積率はグロスで ％、

ネットで ％となっている。

平成 年と比較するとグロス、ネットとも増加している。

建物用途別に容積率（ネット）を見ると、事務所建築物

が ％、宿泊・遊興施設が ％と高い。
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平成18年

平成23年

平成18年

平成23年

上段：グロス

下段：ネット

上段：ネット平成18年

下段：ネット平成23年

％ 

平成 年

平成 年

平成 年

グロス

ネット

平成 年

容積率（区部）

官公庁施設

教育文化施設

厚生医療施設

供給処理施設

事務所建築物

専用商業施設

住商併用施設

宿泊・遊興施設

スポーツ・興行施設

独立住宅

集合住宅

専用工場

住居併用工場

倉庫運輸関係施設

農林漁業施設

％ 

容積率（建物用途別）ネット

103.9

177.8



区別

－グロス－

千代田、中央、港において ％を超えている。また、

新宿、文京、台東、墨田、品川、目黒、渋谷、中野、豊

島、荒川と合わせて 区が ％を超えている。

％以下の区は、葛飾のみである。

－ネット－

中央が ％と最も高く、次に千代田が ％と高

い。港、新宿、文京、台東、墨田、江東、品川、渋谷、

豊島と合わせて 区が、 ％を超えている。

練馬が ％と最も低い。

24

上段：グロス平成23年

下段：ネット平成23年

8

2 3

1 1

4

千代田

中央

港

新宿

文京

台東

墨田

江東

品川

目黒

大田

世田谷

渋谷

中野

杉並

豊島

北

荒川

板橋

練馬

足立

葛飾

江戸川

％ 

平成 23 年容積率（区別）



「容積率は全ての拠点、エリアで

ネット、グロスともに増加」

拠点別

－グロス－

新宿が ％で最も高く、次いで都心、池袋、大崎、

渋谷、上野･浅草、錦糸町・亀戸、臨海地区の順である。

全ての拠点において平成 年より増加している。

－ネット－

都心が最も高く ％である。次いで新宿、池袋、

大崎が続き ％を超えている。全ての拠点において

平成 年より増加している。

エリア別

－グロス－

山手線内側 ％と区部平均を ポイント

上回っている。同様に環６内側は ポイント、環７

内側が ポイント区部平均を上回る。

３エリアとも平成 年より増加している。

－ネット－

山手線内側 ％と区部平均を ポイント

上回っている。同様に環６内側は ポイント、環７

内側が ポイント区部平均を上回る。

３エリアとも平成 年より増加している。
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上段　：　ネット平成18年

下段　：　ネット平成23年

上段　：　グロス平成18年

下段　：　グロス平成23年

2 9

都心

新宿

渋谷

池袋

大崎

上野・浅草

錦糸町・亀戸

臨海地区

％ 

山手線内側

環６内側

環７内側

％

0

都心

新宿

渋谷

池袋

大崎

上野・浅草

錦糸町・亀戸

臨海地区

％ 

8

4

山手線内側

環６内側

環７内側

％ 

容積率（拠点別）グロス

容積率（エリア別）グロス

容積率（拠点別）ネット

容積率（エリア別）ネット



平成 年容積率図（ネット）

容積率（ネット）を町丁目単位に集計しクラス別に分類表示した図である。
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１０ 中高層化率

「建物の約 ％が中高層」

全建物に対する４階以上の階を有する建物の割合を

建築面積ベースで示す。

区部

全建物を対象とした場合 ％となり、平成 年と

比較すると ポイント増加している。

建物用途別に見ると、事務所建築物が ％と最も

高く、宿泊・遊興施設、官公庁施設、集合住宅、厚生医

療施設がこれに続き、 ％を超えている。

平成 年からの増加量は、集合住宅が ポイントと

最も高く、倉庫運輸関係施設が ポイントと続いてい

る。

27

上段：平成18年

下段：平成23年

％ 

平成　  年18

平成　  年23

官公庁施設

教育文化施設

厚生医療施設

供給処理施設

事務所建築物

専用商業施設

住商併用施設

宿泊・遊興施設

スポーツ・興行施設

独立住宅

集合住宅

専用工場

住居併用工場

倉庫運輸関係施設

農林漁業施設

％ 

中高層化率（建物用途別）（区部）

中高層化率（区部）



区別

千代田、中央が ％を超えて高く、港も ％を超え

ており、次いで新宿、台東、渋谷、江東、文京が ％を

超えている。

一方、杉並は ％と最も低く、世田谷、中野、練馬、

足立、葛飾が ％台と低い。

28

上段：平成18年

下段：平成23年

千代田

中央

港

新宿

文京

台東

墨田

江東

品川

目黒

大田

世田谷

渋谷

中野

杉並

豊島

北

荒川

板橋

練馬

足立

葛飾

江戸川

％ 

中高層化率（区別）

48.6



「都心の中高層化率は約 ％、

環７内側の中高層化率は約 ％」

拠点別）

都心が ％と最も高く、次いで池袋、新宿、渋谷が

続く。最も低い錦糸町･亀戸でも ％であり、区部平

均に比べて中高層化が顕著である。

平成 年と比較すると全ての拠点で増加している。

エリア別

３エリアともに区部平均と比較して、山手線内側が

ポイント、環 内側が ポイント、環７内側で ポイ

ント上回っている。
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上段：平成18年

下段：平成23年

山手線内側

環状６号線内側

環状７号線内側

％ 

都心

新宿

渋谷

池袋

大崎

上野・浅草

錦糸町・亀戸

臨海地区

％ 

中高層化率（拠点別）

中高層化率（エリア別）



町丁目ごとに 階以上の階を有する建物の割合（％）を

建築面積をベースに表示した図である。

平成 年中高層化率図（建築面積ベース）

高層化率（％）
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平成 年高層化率図（建築面積ベース）

町丁目ごとに 階以上の階を有する建物の割合（％）を

建築面積をベースに表示した図である。
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１１ 平均階数

「平均階数は平成 年と変わらず」

建物階数の合計を建物棟数で除して平均階数を示

す。

区部

建物の平均階数は区部の全建物を対象とした場合

階となり、平成１８年から変化はなかった。

建物用途別に見ると事務所建築物が 階で最も

高く、宿泊・遊興施設、集合住宅、厚生医療施設、専用

商業施設、官公庁施設、住商併用施設が続き、全建物

平均を上回る。
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上段：平成18年

下段：平成23年

階 

 

 

平成　  年18

平成　  年23

平均階数（区部）

官公庁施設

教育文化施設

厚生医療施設

供給処理施設

事務所建築物

専用商業施設

住商併用施設

宿泊・遊興施設

スポーツ・興行施設

独立住宅
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農林漁業施設

階 

平均階数（建物用途別）（区部）



 

区別

千代田、中央、港が４階以上で高く、新宿、文京、台

東、墨田、江東、品川、渋谷、豊島、荒川と合わせて

区が区部平均を上回る。一方最も低いのは、杉並、練

馬、足立で 階となっている。
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平均階数（区別）



 

「臨海地区の平均階数は 階で 階上昇、

都心の平均階数は 階」

拠点別

臨海地区が 階と最も高く、都心、大崎、池袋、新

宿、渋谷と続き、これらはいずれも５階以上となっている。

また、全ての拠点で、区部平均を上回っている。

エリア別

区部平均に比べて、３エリアとも高く、山手線内側で

階、環６内側で 階、環７内側で 階それぞれ

区部平均を上回る。

平成 年に比べて、全てのエリアで 階高くなっ

ている。
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下段：平成23年
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平均階数（拠点別）
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環６内側

環７内側

階 

平均階数（エリア別）



 

１２ 建築面積比率

「独立住宅と集合住宅で全体の約 ％、

平成 年と比べ比率が増加」

建物の建築面積の総計を用途別に 分類し、その

構成比を示す。

区部

区部においては、独立住宅が ％で最も高く、集合

住宅が ％と続いている。

その他は、全て ％未満で、その中では、住商併用

施設が ％と高く、事務所建築物、教育文化施設、倉

庫・運輸関係施設が続く。

平成 年と比べると、厚生医療施設、集合住宅、独

立住宅、専用商業施設は増加しており、倉庫･運輸関

係施設、専用工場、住商併用施設などが減少してい

る。

区別

官公庁施設は、千代田が ％と高い。事務所建築物

は、千代田、中央が約５割、港で約３割を占めている。

教育文化施設は、文京で ％と高く、住商併用施

設は、台東、墨田、渋谷で高い。

専用工場は、墨田、大田、板橋、江戸川で高く ％以

上を占めている。

独立住宅は、練馬が ％と高く、千代田、中央、港

は ％未満となっている。

集合住宅は、中野で ％と高く、新宿、目黒、世田

谷、中野、杉並、豊島、板橋と合わせて、７区が ％以

上となっている。
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文京区
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墨田区

江東区

品川区
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板橋区
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足立区

葛飾区
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平成 23 年建築面積比率（区部）



「都心は 割以上が事務所、

池袋、臨海地区は専用商業の比率が高い」

拠点別

都心は事務所建築物の比率が極めて高く、 ％を

占める。官公庁施設も ％と他の拠点に比べて高く、

この２つの用途で全体の建築面積の７割以上を占める。

逆に独立住宅と集合住宅を合わせても ％と極めて

少ない。

新宿は、事務所建築物が ％と高く、専用商業施

設が続く。

渋谷は、事務所建築物が ％と高く、専用商業施

設が続く。平成 年に比べると、専用商業施設が ポ

イント増加している。

池袋は、専用商業施設が ％と高いが、平成 年

に比べ若干減少している。

大崎は、平成 年に比べ事務所建築物、集合住宅が

増加する一方で、専用工場が半減している。

上野･浅草は、住商併用施設の割合が ％と高い

が、平成 年に比べ ポイント減少している。

錦糸町･亀戸は、独立住宅の比率が拠点の中で最も

高く、 ％である。

臨海地区は、専用商業施設の割合が高いが、平成

年に比べ ポイント減少している。一方で、教育文化

施設、事務所建築物が増加している。
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平成 18 年建築面積比率（拠点別）

平成 18 年建築面積比率（エリア別）

平成 23 年建築面積比率（拠点別）

平成 23 年建築面積比率（エリア別）

5



１３ 延べ面積比率

「集合住宅の比率が増加傾向」

建物の延べ面積の総計を用途別に 分類し、その

構成比を示す。

区部

集合住宅が ％で最も高く、独立 住宅の ％と

合わせると全体の半数を超える。

平成 年と比較すると、集合住宅のみが ポイント増

加し、教育文化施設、事務所建築物、住商併用施設、

スポーツ・興行施設、独立住宅、専用工場、住居併用

工場、倉庫運輸関係施設などが減少している。

区別

官公庁施設は、千代田が約 ％と高い。事務所建築

物は、千代田で６割弱、中央、港で４割以上を占めてお

り、新宿でも約 ％となっている。集合住宅は、中野の

％が最も高く、板橋、北、江東、江戸川と続く。独立

住宅は、杉並の ％が最も高く、練馬、世田谷と続く。

専用工場は、大田の ％が最も高く、板橋、北、墨田

がこれに続く。
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平成 年度

平成 年度

延べ面積比率（区部）



「事務所は新宿、大崎、臨海地区で増加」

拠点別

平成 年と比較すると、事務所建築物は、新宿、大崎、

臨海地区で増加しており、その他の拠点で減少してい

る。専用商業施設は、都心と渋谷を除いて減少し、特に

臨海地区では ポイントの減少である。住商併用施設

は、都心のみ増加し、逆に集合住宅では、都心のみ減

少している。

エリア別

３エリアとも集合住宅の比率が高く、増加しているが、

区部平均を下回る。独立住宅は３エリアとも減少し、区

部平均を大きく下回っている。また、事務所建築物の比

率は区部平均に比べて高いものの減少傾向にある。
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平成 23 年延べ面積比率（エリア別）



 

平成 年土地利用面積１ 当たりの事務所延べ面積（㎡／ ）

集合住宅（㎡/ha）

町丁目ごとに、土地利用面積１ 当たりの事務所延べ面積（㎡／ ）

を表示した図である。

39

事務所（m2/ha）
0
0-250
250-500
500-1000
1000-1500
1500-2000
2000-3000
3000-4000

6000-8000
4000-6000

8000-10000
10000-15000
15000-



 

平成 年土地利用面積１ 当たりの集合住宅延べ面積（㎡／ ）

町丁目ごとに、土地利用面積１ 当たりの集合住宅延べ面積（㎡／ ）

を表示した図である。
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１４ 不燃化率

建築面積ベース

「不燃化率は約 ％」

全建物に対する耐火造及び準耐火造建築物の占め

る割合を建築面積をベースとして示す。

区部

全建物を対象とした場合、不燃化率は ％となり、

平成 年と比較すると ポイント上昇した。

建物用途別に見ると、特に、官公庁施設、厚生医療

施設、供給処理施設、事務所建築物、専用商業施設、

宿泊・遊興施設、スポーツ・興行施設、倉庫運輸関係

施設は ％を超えて高い比率となっている。また、教育

文化施設、専用工場で、 ％を超えている。

一方、住商併用施設、独立住宅、住居併用工場、

農林漁業施設は平均を下回り、独立住宅は ％と

最も低い。

平成 年と比較すると、農林漁業施設を除く用途に

おいて増加している。
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％ 

不燃化率（建築面積ベース）（建物用途別）（区部）



区別

千代田、中央が ％を超えており、港、江東が ％

を超え高い。さらに、渋谷、新宿、文京が続いている。

一方、練馬が ％と最も低く、杉並がこれに続き、

％台である。

平成 年と比較すると、全ての区で増加している。

荒川の増加量が ポイントと最も高く、次いで、板橋と

なっている。

42

上段：平成18年

下段：平成23年

69 9

千代田

中央

港

新宿

文京

台東

墨田

江東

品川

目黒

大田

世田谷

渋谷

中野

杉並

豊島

北

荒川

板橋

練馬

足立

葛飾

江戸川

％ 
不燃化率（建築面積ベース）（区別）



 

「全ての拠点で ％超、

環６内側で７ ％、環７内側で ％」

拠点別

都心、副都心は、全て ％以上と不燃化率が高い。

臨海地区は、 ％となっており、以下順に、都心

％、池袋 ％となっている。

平成 年に比べると、 ％で横ばいの臨海地区を

除く全ての拠点で増加している。

エリア別

不燃化率は、区部平均に比べて、山手線内側で

ポイント、環６内側で ポイント、環７内側で ポイ

ント高い。

平成 年に比べると、全てのエリアで増加している。
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２ 延べ面積ベース

「延べ面積ベースでは約 ％が不燃化」

全建物に対する耐火造及び準耐火造建築物の占め

る割合を延べ面積ベースとして示す。

区部

全建物を対象とした場合、不燃化率は ％となり、

平成 年と比較すると ポイント上昇した。

建物用途別に見ると、特に、官公庁施設、厚生医療

施設、供給処理施設、事務所建築物、専用商業施設、

宿泊・遊興施設、スポーツ・興行施設、倉庫運輸関係

施設は ％以上とほぼ全ての建物が不燃化されている。

全体平均を下回るのは住商併用施設、独立住宅、住居

併用工場、農林漁業施設の４用途だけであり、他は全

て ％を超えている。

平成 年と比較すると、供給処理施設を除く全ての

用途において増加している。
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％ 
不燃化率（延べ面積ベース）（建物用途別）（区部）



 

区別

千代田が ％と最も高く、中央、港、新宿、江東、

渋谷も ％を超えている。さらに、文京、台東、墨田、

品川、豊島、荒川が ％を超えている。一方、杉並が

％と最も低く、世田谷、中野、練馬、葛飾が ％を

下回る。

平成 年と比較すると、北の増加量が ポイントと

最も高く、次いで荒川、板橋となっている。
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「不燃化率は、都心、副都心、環６内側で

延べ面積の ％以上、環７内側で ％」

拠点別

延べ面積ベースでは、最も低いのが上野・浅草の

％であり、建築面積ベースよりさらに不燃化率が高

い。臨海地区が ％で最も高く、その他の拠点で

％以上となっている。

平成 年と比べると、 ％で横ばいの臨海地区を

除く全ての拠点で増加している。

エリア別

建築面積ベースと同様に３エリアとも区部平均を

上回り、山手線内側で ポイント、環６内側で ポ

イント、環７内側で ポイント高い。

平成 年と比べると、全てのエリアで増加している。
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不燃化率（延べ面積ベース）（エリア別）



 

宅地の割合が土地利用面積 道路及び水面を除く。 の過半を占める町丁目について、

不燃化率（全建物に対する耐火造及び準耐火造建築物の占める割合）を建築面積ベース

で集計し、クラス別に分類表示した図である。

平成 年不燃化率図（建築面積ベース）
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１５ 建物構造比率

「耐火造が約 ％で最も多い」

建築面積ベース

建物の構造を、耐火造、準耐火造、防火造、木造の

４種類に分類し、その構成比を建築面積ベースで

示す。

区部

区部の全建物を対象とした場合、耐火造が ％と

最も高く、防火造 ％、準耐火造 ％、木造 ％

の順となっている。

平成 年と比べると、耐火造が ポイント、準耐火

造が ポイント増加し、防火造が ポイント、木造が

ポイント減少している。

建物用途別に見ると、耐火造は、官公庁施設、教育

文化施設、厚生医療施設、供給処理施設、事務所建

築物、宿泊・遊興施設、スポーツ･興行施設で ％以

上と高く、一方で農林漁業施設、独立住宅は ％未満

と低い。
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区別

耐火造は、千代田、中央が ％前後と高く、次いで

港、渋谷が続き、 ％を超えている。一方、最も低いの

は、杉並の ％で、次いで江戸川の ％である。

準耐火造は、江戸川が ％と最も高く、墨田、

江東、荒川、足立も ％を超えて高い。

防火造は、杉並で約 ％と最も高く、品川、世田谷、

中野、北、練馬、足立、葛飾、江戸川と合わせて区部平

均を上回る。

木造は、台東、大田、世田谷、中野、杉並、練馬、

足立、葛飾、江戸川の９区で区部平均を上回る。

49

耐
火
造

準
耐
火
造

防
火
造

木
造

千代田

中央

港

新宿

文京

台東

墨田

江東

品川

目黒

大田

世田谷

渋谷

中野

杉並

豊島

北

荒川

板橋

練馬

足立

葛飾

江戸川

平成 23 年建物構造比率（建築面積ベース）（区別）



「耐火造の割合は、都心が約 ％、新宿、渋谷、

池袋、大崎、臨海地区が９割以上、環６内側が

％、環７内側が ％」

拠点別

都心、副都心では全ての拠点で耐火造が ％以上と

区部平均を上回る。都心が ％で最も高く、続いて、

臨海地区、渋谷、池袋、大崎、新宿が ％を上回る。

平成 年と比べると、全ての拠点で耐火造が増加し

ている。増加量が最も多いのは、臨海地区の ポイン

トで、これは準耐火造の減少分と一致する。防火造は

０％の臨海地区を除く全ての拠点で減少している。木

造は都心、渋谷、池袋、臨海地区を除いて減少してい

る。

エリア別

耐火造は、３エリアとも高く、区部平均と比較して、山

手線内側で ７ ポイント、環６内側で ポイント、環

７内側で ポイント高い。一方、準耐火造、防火造、木

造は３エリアとも区部平均より低い。

平成 年と比べると、耐火造の比率は環６内側の

ポイント増を始め、全てのエリアで増加している。防

火造及び木造は全てのエリアで減少している。
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平成 23 年建物構造比率（建築面積ベース）（エリア別）



 

延べ面積ベース

「延べ面積ベースで ％が耐火造」

建物の構造を、耐火造、準耐火造、防火造、木造の

４種類に分類し、その構成比を延べ面積ベースで示

す。

区部

区部の全建物を対象にした場合、耐火造が ％で

最も高く、防火造 ％、準耐火造 ％、木造 ％

の順になっている。

平成 年と比べると、耐火造が ポイント、準耐火

造が ポイント増加し、防火造が ポイント、木造が

ポイント減少している。

建物用途別に見ると、耐火造は、事務所建築物が

％と最も高く、官公庁施設、教育文化施設、厚生医

療施設、宿泊・遊興施設、スポーツ･興行施設と合わせ

て ％を超えて高い。また、集合住宅が ％と高い

値を示している一方で、独立住宅は１割にも満たない。

準耐火造は、農林漁業施設で ％と最も高く、

専用工場で ％、次いで、住居併用工場、独立住宅、

倉庫運輸関係施設で ％以上となっている。

防火造は、独立住宅が ％と最も高く、住居併用

工場で ％、次いで、住商併用施設と農林漁業施設

が ％以上となっている。

木造は、農林漁業施設が ％と最も高く、次いで、

独立住宅が ％となっている。
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区別

耐火造は、千代田、中央、港が ％を超えて極めて

高く、次いで新宿、渋谷、江東、文京が続き、 ％を超

えている。一方、最も低いのは、杉並の ％となって

おり、唯一 ％を下回っている。

準耐火造は、江戸川が ％と最も高く、次いで荒

川の ％である。

防火造は、杉並で ％と最も高く、世田谷、中野、

練馬、葛飾と合わせて５区が ％以上となっている。

木造は、練馬が ％と最も高く、大田、世田谷、

中野、杉並、足立、葛飾、江戸川と合わせて８区で区部

平均を上回る。
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「都心、副都心では、延べ面積ベースで ％以

上が耐火造。環６内側で ％、環７内側で

％が耐火造」

拠点別

都心、副都心では全ての拠点で耐火造 ％以上と区

部平均を上回る。都心が ％で最も高く、続いて

池袋、臨海地区、新宿、大崎、渋谷が ％を上回る。

平成 年と比べると、全ての拠点で耐火造が増加し

ている。増加量が最も多いのは、臨海地区の ポイン

トである。上野・浅草、錦糸町・亀戸の拠点では、準耐

火造、防火造とも３～６％程度に過ぎないが、その他の

拠点と比べると高い比率である。木造は、上野・浅草で

％、錦糸町・亀戸で だが、その他の拠点では

％に満たない。

エリア別

耐火造は、３エリアとも高く、区部平均と比較して、山

手線内側で ポイント、環６内側で ポイント、環７

内側で ポイント高い。一方、準耐火造、防火造、木

造は３エリアとも区部平均より低い。

平成 年と比べると、耐火造の比率は環７内側の

ポイント増を始め、全てのエリアで増加している。防

火造及び木造は全てのエリアで減少している。
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